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１．はじめに 

 

高度成長期以降、地方都市圏では居住の郊外化

やモータリゼーションの進展により、都市中心部の

空洞化や公共交通の衰退などの問題が発生し、それ

らが急速に自動車への依存を高めている。 

そのような中で免許を保有していない人、そし

て保有していても何らかの理由で自動車を利用でき

ない人は多く、高齢期に至り身体的な理由などから

運転をやめた場合に、自動車に代わる外出交通手段

を持っていない人も少なからず存在すると思われる。

このような人々にとって、自動車主体である現在の

地方都市は非常に住みづらい環境であり、今後の高

齢化社会を迎えるにあたり、その問題は更に深刻に

なると考えられる。 

本研究では、現在、また将来において自動車以

外の交通手段を必要とする人々にとって、適切に手

段を選択できるような利便性の高い都市実現のため

の施策検討に必要なデータを得ることを目的として、

現在の外出行動および将来の免許保有・返納意識に

関するアンケート調査を行い、自動車運転と他の交

通手段との使い分け行動から現状の交通手段選択の

実態を把握し、また現在の交通手段使い分け行動と

将来の免許返納意識から将来の交通手段選択意識と

の関連についての分析を行うことにより、高齢期に

至った際の交通行動の変化を考察するものである。 
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２．調査概要 

 

（１）対象地域の概要 

 本研究では表１に示すように地方都市の中でも自

動車利用がとりわけさかんな群馬県の県都、前橋市

を対象地域とし分析を行う。分析に際して、前橋市

を図１および表２に示すように中心部、中心周辺、

郊外宅地、郊外農村の４地域にゾーニングしている。 
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図１ 対象地域の概要 

表１ 運転免許保有率と乗用車保有率 

（H13年度）

運転免許保有率 乗用車保有率
65.6%（保有者数/総人口） 1.65（保有台数/世帯数）
全国１位　全国平均59.5% 全国３位　全国平均1.09

表２ 地域分類 

地域 定義

中心部 前橋市の中心（前橋駅）から半径2km以内の地域

中心周辺 前橋市の中心から半径4km以内の地域

前橋市の中心から半径4km外で、

市街化区域が存在する地域

前橋市の中心から半径4km外で、

市街化区域が存在しない地域

郊外宅地

郊外農村



 

 

（２）調査概要 

 調査概要を表３に示す。前橋市全域の一般世帯よ

りランダムサンプリングによる抽出を行い、18 歳

以上の個人を対象として、免許の保有状況、日常の

外出目的や交通手段毎の交通行動、また今後の免許

保有に対する意識などに関するアンケート調査を行

った。 

 

３．交通手段使い分け行動の実態分析 

 

（１）交通手段使い分け行動の指標 

外出行動分析に用いる指標として、外出指数お

よび自動車への依存度を定義する。外出指数は１日

１回の外出を 1.0 とし、外出頻度に応じて重み係数

を考慮して(１)式のように定義する。 
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そして自動車運転への依存度は、上記にて定義

した外出指数を用いて(２)式のように定義する。 

 

(２) 

  

 

依存度 d の値は、全ての外出で自動車運転を行

っているとき d＝1、交通手段の使い分けを行って

いると 0＜d＜1、他手段のみの利用で d＝0 となる。 

 次に交通手段使い分け行動と自動車運転への依存

度の関係を図２のように示す。これは自動車運転へ

の依存度を縦軸に、自動車運転のみ、交通手段使い

分け、他手段のみに分類する各交通手段利用者数の

比率を横軸にとり、交通手段使い分け行動の実態を

視覚表現したものである。 

（２）免許保有者における交通手段使い分け行動 

（ａ）外出目的別での比較 

外出目的別での自動車運転への依存度を図３に

示す。通勤・通学、娯楽・交友については、自動車

運転のほかに他手段も利用されているが、要因とし

て目的地まで距離が長いこと、また目的地における

駐車場の有無が懸念されることが多いことが考えら

れる。それに対し、通院、買物については自動車運

転に強く依存する傾向が見られるが、目的地が比較

的近く、駐車場も、多くの場合確保されていること

が考えられる。 

 

（ｂ）居住地域別での比較 

居住地域別での自動車運転への依存度を図４に

示す。中心部、中心周辺では、他手段利用および手 
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図３ 外出目的別 自動車運転への依存度 

調査地域 群馬県前橋市
調査対象 ランダムサンプリングした一般世帯
調査対象 18歳以上

調査方法
お願い文を印刷した封筒に世帯票1票、個人
票5票を封入し、郵便受けに投函し郵送回収

調査時期 2001年12月20日～12月25日
配布数 5,000世帯
回収数 592世帯

有効回収率 11.80%
回収個人数 1,234人

表３ 調査概要 

ほぼ毎日 ：5.5/7   ≒0.786
週に２～３回 ：2.5/7   ≒0.357
週に1回 ： 1/7   ≒0.143
月に２～３回 ：2.5/30  ≒0.083
月に1回 ： 1/30  ≒0.033
２～３ヶ月に１回： 1/75  ≒0.013
半年に１回 ： 1/180 ≒0.006
年に１回 ： 1/365 ≒0.003
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図２ 交通手段使い分け行動と自動車運転への依存度 
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段使い分けの傾向がみられる。それに対し、郊外宅

地、郊外農村では自動車運転に強く依存している。

このように中心部と郊外部に大きな違いの現れる要

因として、郊外部では、中心部と比べて生活を送る

上で必要な都市施設が充実していないこと、公共交

通サービスレベルが低いことなどが挙げられる。 

 

（ｃ）性別・年齢別での比較 

 性別・年齢別での自動車運転への依存度を図５に

示す。男性では 49 歳までの若い世代で自動車運転

へ強く依存する傾向があるが、高齢世代では比較的、

手段使い分けの傾向にある。その要因として、若い

世代においては家族単位での外出の際に運転を行う

傾向があるのに対し、高齢期においては子供など家

族の車への同乗などで外出手段を確保し、また行動

範囲も狭くなる傾向があると考えられる。女性では

高齢世代で他手段を多く利用している。これは退職

後の夫や家族の車への同乗などにより外出手段を確

保していることが要因として考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．交通手段使い分けと免許返納意識との関連分析 

 

 高齢期に至った際の交通行動の変化を把握する

ために現在の交通手段使い分けと将来の免許返納

意識との関連について分析を行う。 

 

（１）将来の免許返納意識 

（ａ）居住地域別での比較 

 居住地域別での将来の免許返納意識を図６に示す。

中心部から郊外部にかけて免許返納・運転休止の割

合が減少し、運転続行の割合は増加しているが、要

因として公共交通機関などの代替交通手段が不十分

であることが考えられる。 
 

（ｂ）性別・年齢別での比較 

 性別・年齢別での将来の免許返納意識を図７に示

す。男女共に高齢世代ほど免許返納・運転休止の割

合は増加している。特に女性で、その傾向は顕著で

あるが、これは男性に対して、退職後の夫への同乗

など代替交通手段の確保が比較的容易であろうこと

などが要因として挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 居住地域別 自動車運転への依存度 
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図６ 居住地域別 将来の免許返納意識 
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（２）交通手段使い分けと免許返納意識 

（ａ）居住地域別での比較 

居住地域別での現在の交通手段使い分け行動と

将来の免許返納意識を図８に示す。現在、自動車運

転のみに依存している人では、郊外ほど免許返納、

運転休止の割合は減少しているが、これは運転休止

後の代替交通手段に対する不安が要因として考えら

れる。使い分けを行っている人では、免許返納の割

合が郊外ほど減少するのに対し、運転休止の割合は

増加している。これは郊外部では代替交通手段が家

族の車への同乗などによって既に確保されているた

め、免許返納はしなくとも運転はやめようと思って

いると考えられる。他手段のみの人でも、運転を行

っていない割に郊外部で返納しない人の割合が大き

い。要因としては日常的に自動車運転をしていなく

とも、自動車という外出手段を失うことに不安を持

っていることが考えられる。 

 

（ｂ）性別・年齢別での比較 

性別・年齢別での現在の交通手段使い分け行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と将来の免許返納意識を図９に示す。高齢世代ほど

免許返納・運転休止の割合が増加している中、女性

の使い分けを行っている人と他手段のみに依存して

いる人で運転休止の割合の増加が特に顕著である。

この要因としては、男性では高齢になった際にも妻

や家族を乗せて運転を行おうとする傾向があるのに

対し、女性では夫をはじめ家族の車への同乗などを

期待していると考えられる。 

 

５．おわりに 

 

本研究では、モータリゼーションや居住の郊外

化が高度に進展している調査対象地域の自動車運

転免許保有者における外出時の交通手段使い分け

行動を明確にし、また現在の交通手段使い分け行

動と将来の免許返納・運転休止意識との関連分析

を行うことにより、次に示すような知見を得た。 

交通手段使い分け行動の実態分析では、 

１）買物や娯楽・交友など、外出先の距離が近かった

り駐車場が確保されていたりすることが多い外出

では自動車運転に依存する傾向が強い。 

２）バス・鉄道などの公共交通網が発達している中心

部や中心周辺地域の居住者に比べ、郊外宅地では

自動車運転へ依存する傾向が強い。 

３）男女ともに高齢世代で家族への同乗などにより他

手段を利用する傾向があるが、女性の方がその傾

向は顕著である。 

交通手段使い分けと免許返納意識の関連分析では、 

４）公共交通サービスレベルの低い郊外ほど、代替交

通手段確保の難しさなどから運転続行意識が強い。 

５）高齢世代ほど免許返納・運転休止の意識が強い。 

６）男性に対して女性のほうが比較的、免許返納・

運転休止の意識は強い。 
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図８ 居住地域別 交通手段使い分けと免許返納意識 
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図９ 性別・年齢別 交通手段使い分けと免許返納意識 


